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本研究では行動観察によって,ヤクシカとヤクシマ
ザルの問に見られる柾悶交渉･種問関係について定正的
な把握を行った.屋久品西部地域で,人付けされた野生
シカ5頭 (メス3所 ･オス2iJ-fi)を対象に,日中および
夜間の行動を個体追跡することで観察し,対象個体の行
動を2分毎に記録した.また20m以内のサルとの近接
の有無も記録した.さらに,'対象個体とサルが交渉を持
った場合には,その事例をアドリブサンプリングした.
2008年4月から11月に,合計約 130時間 (日出から日
没までの時間帯 :約96時間,日没から日の出までの時
間帯 :約34時間),シカの行動を記録した.
日中の時間帯,対象個体がサルの20m以内に近接
していた時間割合は6.5%であった.これは2006年･2007
年の値 (8-9%)と比べて,ほぼ同じであった.シカは日
中の観察時間の26%を採食に費やしていた.シカが採食
した品目の中でサルが供給した品目(サルが箔としたと
思われる食物)の採食時間割合は7%であり,2006年 ･
2007年 (4-11%)とほぼ同等であった.サルが供給した
食物品目の中ではハゼノキ･ハマビワの県央･種子やタ
ブノキの花が8割,イヌビワ･ヤクシマオナガカエデ ･
ハ ドノキなどの成柴 ･新井が2制を占めていた.なお,
その他のシカとサルの交渉としては,サルがシカの体に
触ろうと手を伸ばした事例が観察された.一方,夜間の
時間帯については,対象個体がサルの20m以内に近接
していた時間割合は0.8%に留まった.シカは夜間につ
いても26%の時間を採食にあてていたが,サル由来の
食物が採食時間に占める割合は2%と低かった.また,
シカとサルの交渉も観察されなかった.
